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4  ダイカスト（die casting）とは，金型鋳造法のひとつで，金型に溶融した金属を圧入することにより，高い寸法精度の鋳物を
短時間で大量に生産する鋳造方式のことである。ダイキャストとも言われる。またこの鋳造法だけでなくダイカストによる製品
をもいう。
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3　日本精機　菱刈町と立地協定を結ぶ
㈱日本精機は，2008年8月29日，菱刈町と立地協定を結んだ。同町の町長，神園氏の精力的な誘致活動
や企業誘致担当者の熱意と，日本精機の新しい分野を開拓しようとする熱意がここに結実した。菱刈町役
場3階において行われた「株式会社日本精機立地協定調印式」は，大口市と菱刈町の合併（2008年11月）
を間近に控え，「合併前に菱刈町としてこれまでの約束事を確認したい」と同町が要請し実現した。お互
いの思いを協定書にしたため，新市につなぐための調印式である。当日は県の代わりに西幸博町議会議長
が立会人を務められた。
工場は2012年7月に着工し，2013年4月に操業開始の予定である。鹿児島工場は同町南浦の松峰工業団地
内の敷地10,000m2に建設予定。九州自動車道の横川インターチェンジから，菱刈横川線53号（人吉・大口
筋）沿い，車で約20分の場所にある。建物面積は2,000m2で，約3億円を投資予定。精密金型の設計・製造
や自動車メーカー工場から回収した金型のメンテナンスをする。操業開始時の従業員は15名の予定で，初
年度は約2億5,000万円の生産額を見込んでいる。
菱刈横川線53号（人吉・大口筋）沿いに建てられた
㈱日本精機鹿児島工場建設予定地の看板
㈱日本精機が鹿児島工場に建設予定の町有地
ゴミ処理施設「未来館」横の土地
4　平成の大合併　伊佐市発足
大口市と菱刈町は2007年10月5日，2008年11月1日を目標に合併し，「伊佐市」を発足させる合併協定書
に調印した。両市町はそれぞれ議会に合併を提案し，県知事に合併を申請した。調印式は大口市の大口文
化会館であり，立会人の合併協議会委員や特別立会人の伊藤知事が見守るなか，隈元新大口市長，神園菱
刈町長が協定書に調印した。
大口市役所と菱刈町役場では2008年10月31日，それぞれ閉庁式が行われた。大口市役所の閉庁式では，
隈元氏と森山善友市議会議長が正面玄関の「大口市役所」の木製看板を取り外した。
2008年11月1日，大口市と菱刈町との合併により「伊佐市」が誕生し，大口，菱刈両庁舎で開庁式が行
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われた。「平成の大合併」では県内21例目である。平成の大
合併で誕生した市と町は，2010年3月23日に加治木町，姶良
町，蒲生町が合併した「姶良市」を合わせると，大合併前に
96あった県内の市町村数は43（19市20町4村）となった。新
しい伊佐市長が選出されるまで神園氏が市長職務代理者を務
めた。
旧大口市と旧菱刈町の合併に伴う伊佐市長選挙は伊佐市議
選挙と同日の2008年11月23日に告示され，立候補の受け付け
は伊佐市大口里の市役所大口庁舎で行われた。投票は30日に
市内43カ所で行われ，同市大口里の大口ふれあいセンターで
即日開票された。旧大口市長を４期務めた隈元氏の他には立
候補の届出がなく，隈元氏が初代の伊佐市長に無投票当選し
た。伊佐市議選挙は激戦となり31人が立候補し，開票の結果，
新市議21名が決まった。伊佐市の新市長に就任した隈元氏は
1日，大口支庁職員の出迎えを受けて初登庁した。初日は県
の出先機関へ挨拶回りなどをこなした。
伊佐市の地域性や県民性の特徴に気づいた南日本新聞社大口支局の深野修司氏は，2008年4月28日付け
南日本新聞に興味深い記事5を残している。深野氏は大口支局に赴任して一カ月後，担当エリアを知るた
めに，暇を見ては車を走らせた。まず，実感されたのは「県境の近さ」であった。大口の市街地から出る
三本の国道を北や東に約20分も走れば，熊本県，さらには宮崎県に入ることに気づかれた。また，地元の
人にとってはその当たり前のことが，鹿児島市育ちの深野氏には，とても新鮮な感覚として感じられたよ
うだ。スーパーの生鮮食料品などの品揃えを見ても海産物は熊本県から運ばれたものが鹿児島県産よりも
目立ち，物流面からみても，隣県との密接な結びつきは明らかであるとも述べられている。さらに，鹿児
島市への極端な一極集中が進む鹿児島県では，市町村の目はどうしても県都ばかりに向きがちであり，故
に活性化の視点も画一化するきらいがあると考える一方で，この地域は隣県をも見る「複眼の視点」によ
り，多様性を受け入れる素地を磨いてきた，と指摘。少子高齢化の時代，この蓄積を生かしたい。と述べ
られている。
5　鹿児島県伊佐市役所訪問
2010年12月20日，企業誘致の担当課である伊佐市役所に直接出向き，㈱日本精機菱刈進出のその後の動
向について，地域振興課振興開発係［地域雇用創出チーム］の沖田孝輔主事（企業誘致リーダー）に話を
伺った。
企業誘致の担当部署は大口支役所の地域振興課。2008（平成20）年8月29日，菱刈町役場（現伊佐市菱
刈支所）と立地協定を結び，工事は4年後の2012（平成24）年7月に着工し，2013年4月に操業予定であった。
その後，2008（平成20）年11月1日に大口市と菱刈町が合併し伊佐市となった。この㈱日本精機菱刈進出
については当初から神園氏が精力的に企業誘致に取り組まれていたが合併後，伊佐市長となった隈元氏が
これを引き継ぎ現在にいたっている。
ところが，合併直後の2008（平成20）年9月15日，アメリカの投資銀行で当時4番目の大きさを誇ったリー
5  コラム「記者の目」，タイトル「県境がはぐくむもの」
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マン・ブラザーズが破綻し，世界に大きな影響を与え「リーマンショック」が発生。この日をきっかけに，
世界各国の経済は混乱，低迷し融資秩序も大きく変わっていった。㈱日本精機もそのあおりを受け，菱刈
進出の計画は進んでいない。しかし，菱刈工場勤務予定者として地元出身者を含む5名を採用し，本社で
技術習得のため訓練中である。伊佐市役所の沖田氏や鹿児島県大阪事務所長が自ら今後の進出の方向性を
確認することを目的に名古屋の本社まで出向き状況を探っておられるが，着工の目処が全く立たない状態
にある。また，㈱日本精機菱刈進出を決断された当時の橋口守社長（旧菱刈町南浦出身）は2010年6月に
会長に就任され，代表取締役専務の河本知廣氏が代表取締役社長を務めている。橋口氏は「日本精機鹿児
島工場を立ち上げるまでは会長として残る」と決意を述べている。㈱日本精機は，立地協定を結んだ2008
年8月29日の調印式の時期とは大変な経済の環境変化となっている。橋口氏は社長時代，その変化をいち
早く察知し，リストラや派遣切りが一般化される以前に，人員整理に取り組まれている。これは，筆者が
20日に大口支所を訪問した際に沖田氏から頂いた㈱日本精機のパンフレットに記載されている従業員数
100名の数が，現在ホームページで紹介されている従業員数42名に変更されておりその結果が表れている。
人員整理後も若い人材の確保は継続する予定である。
橋口氏は，現在の本社工場周辺が住宅地となり騒音の問題が発生する懸念があるため，将来鹿児島を本
社機能にする考えをもっている。
おわりに
人の情熱が人を動かし，人の情熱の「知」が人との「ネットワーク」を形成していく。㈱日本精機菱刈
進出に向け，多くの方々が携わり，さまざまな状況の変化の中でお互いが知恵を絞り現況を乗り越えよう
と必死で努力されている。地域振興課の沖田氏は「企業誘致に係わる市の補助金も全面的に見直し，今後
も㈱日本精機の本社に出向き企業誘致を現実にするためのパイプ役として最後まで応援したい」と話され
ていた。旧菱刈町が第一号の企業誘致活動として推し進めた「日本精機菱刈進出へ―車エンジン金型製
造・3，4年内に工場建設」は，平成の大合併により立ち消えてしまうのではないかと心配されたが，その
事業は大口支所にしっかりと受け継がれている。工事着工までには苦難が予想されるが必ずや両者の思い
が現実になることを期待したい。
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